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五城目町町制施行60周年

今月のひとコマ

ゲタをはいて　踊ったよ
8月8日、もりやまこども園で夏まつりが行
われました。夏まつりは、園児のおゆうぎ
で始まり、輪なげやボウリングなどのゲー
ム、「だがしや」などの出店コーナーを親
子で楽しみました。



町
で
は
、
今
後
の
人
口
分
析

と
将
来
展
望
を
定
め
る
「
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
」
と
、
今
後
５
年
間

の
地
方
創
生
に
関
す
る
施
策
を

定
め
る
「
地
方
版
総
合
戦
略
」

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
に
は
、
幅
広
い
分

野
か
ら
の
意
見
を
取
り
入
れ
る

た
め
、
子
育
て
世
代
、
移
住
者
、

金
融
機
関
、
町
内
企
業
、
農
業
、

町
内
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

秋
田
県
の
関
係
者
15
人
に
よ
る

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
策
定
審
議
会
」
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

８
月
６
日
、
１
回
目
の
会
議

を
開
催
し
、
渡
邉
町
長
が
審
議

委
員
の
皆
さ
ん
に
委
嘱
状

を
交
付
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
渡
邉
町
長
が
「
人
口

減
少
社
会
に
対
す
る
町
独

自
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
を
打
ち
出
し
て
い
く
た

め
、
委
員
の
皆
様
に
は
、

各
分
野
か
ら
の
忌き

た
ん憚

の
な

い
ご
意
見
や
ご
提
案
を
い

た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
を
し
、
審
議
会
会
長
の

秋
田
銀
行
五
城
目
支
店
の

岸
拓
也
支
店
長
に
諮
問
書

を
手
渡
し
ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

と
総
合
戦
略
の
策
定
に
関
す
る

説
明
の
後
、委
員
全
員
か
ら
「
子

育
て
支
援
・
環
境
の
整
備
」「
空

き
校
舎
の
活
用
」「
転
入
者
を
増

や
す
施
策
」「
高
齢
者
対
策
」「
稲

作
中
心
農
業
か
ら
の
脱
却
」「
交

通
の
利
便
性
の
向
上
」
な
ど
、

今
後
５
年
間
に
重
点
的
に
取
り

組
む
べ
き
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

審
議
会
は
今
後
、
ほ
ぼ
毎
月

開
催
し
、
い
た
だ
い
た
意
見
を

取
り
入
れ
た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、

総
合
戦
略
の
策
定
を
進
め
て
い

く
予
定
で
す
。

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

町
ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
８
５
２
・
５
３
６
１
）

1 町外から移住し、
「起業」や「事業所
移転」をする方を
応援します

2 起業する場所を探
し、五城目町に視
察に来る方を応援
します

対　　象
１． これから五城目町に移住し、
起業等を行う方

２． 五城目町に移住して３年以内
の方で起業等を行う方（さら
に条件があります）

内　　容
１． 起業や事業所移転のための経
費の一部を補助

　　　補助率　4/5～10/10
　　　交付限度額　100万円
　　　（採用件数２件）
２． 家賃及び除排雪作業のための
経費の一部を補助

　　　補助率　10/10
　　　交付限度額　月額５万円
　　　（採用件数２件）

受付期間
９月30日㈬まで

3 移住体験事業を新
たにつくり、継続的
に実施してくれる
方を応援します

対　　象
起業をしようとしている県外の方

内　　容
五城目町を視察するときの旅費や
宿泊費などの一部を補助
　補助率　10/10
　交付限度額　２万円
　（採用件数10件）

受付期間
平成28年２月１日㈪まで

対　　象
町内に住所をもつ個人、団体、企業

内　　容
体験事業を新たに作るための経費
の一部を補助
　補助率　10/10
　交付限度額　15万円
　（採用件数２件）

受付期間
９月30日㈬まで

五
城
目
町
版
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
の
策
定
に
向
け
て

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
策
定
審
議
会
を
開
催

起業と移住を 応援します
起業・移住補助制度のお知らせ

本町への移住を促進し、地域経済の活性化を図るため、
町では、補助制度を設けています。
※ 申請内容を審査した上で交付を決定します。申請され
ても不採用となる場合がありますのでご了承ください。
　 詳しくは町ホームページをご覧いただくか、町まちづ
くり課（☎852・5361）にご連絡ください。

渡邉町長から岸審議会会長に諮問書が手渡さ
れました

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
と
は
？

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
地

域
課
題
の
解
決
を
地
域
資
源
を
生
か

し
な
が
ら
「
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
手
法
で

取
り
組
む
も
の
で
す
。
地
域
の
人
材

や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
施
設
、
資
金
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
新
た
な

創
業
や
雇
用
の
創
出
、
働
き
が
い
、

生
き
が
い
を
生
み
出
し
、地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
役
立
ち
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
地

域
で
生
活
す
る
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア

と
熱
意
に
よ
り
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

徳
島
県
上
勝
町
の
「
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ

ス
」
や
三
重
県
多
気
町
の
「
高
校
生

レ
ス
ト
ラ
ン
」
な
ど
の
よ
う
に
、
毎

日
の
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
や
普

段
気
づ
か
な
い
身
の
回
り
の
地
域
資

源
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に
取

り
組
む
き
っ
か
け
と
な
り
得
ま
す
。

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

町
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
の
普
及
促
進
を
目
的
に
、
町
内
各

地
区
で
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
後
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ

ネ
ス
の
実
践
意
向
の
あ
る
団
体
、
グ

ル
ー
プ
を
対
象
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

説
明
会
の
参
加
は
無
料
で
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

▼
講　

師

　

 

大
野
政
人
さ
ん
（
あ
き
ぎ
ん
リ

サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
シ

ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

▼
内　

容

　

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
基

本
、
事
例
紹
介
、
地
域
資
源
の
発

掘
法
、
ス
タ
ー
ト
の
手
順
な
ど

▼
会
場
と
日
時

※ 

ど
の
会
場
も
時
間
は
午
後
６
時
30

分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
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地
域
資
源
を
生
か
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

平成15年３月に閉校した富津内小学校跡地
は、その恒久的な利活用方法が見えないまま、
工事の仮設事務所設置や残土置き場として利用
されていましたが、この度、大規模太陽光発電
事業の誘致が決定しました。
町では、今後20年間跡地を事業者（五城目ソー

ラー株式会社）へ貸し付け、事業者が発電事業
を行います。これにより、町は貸付使用料や固
定資産税などの収入を見込んでいます。

太陽光発電事業の誘致が決定しました

会　　　場 期　日

五 城 館 9月25日㈮

馬川地区公民館（馬川交流センター） 9月29日㈫

馬場目地区公民館（ふれあいセンター） 10月 6日㈫

富津内地区公民館 10月14日㈬

内川地区公民館（生きがいセンター） 10月20日㈫

大川地区公民館（農村環境改善センター） 10月22日㈭

森 山 地 区 公 民 館 10月27日㈫

写真は、町民センターに設置された太陽光パネル



朝市500年記念マラソン大会開催概要

▼開　催　日　10月25日㈰

▼会　　場　 広域五城目体育館前（スタート・ゴール）

▼参　加　料　 ▼一般・高校生　3,000円
　　　　　　 ▼小・中学生、ウオーキング　1,500円

▼参加申込　 ・ 「申込書（振込用紙）」は、町民センター
で配布しています。

　　　　　　　※町ホームページ経由でも請求できます。
　　　　　　・ 各郵便局の窓口で参加料をお振り込みくだ

さい。
　　　　　　　※ 昨年ご参加いただいた方には、申込書を

送付しています。
　　　　　　・ インターネットからの申込も受付していま

す。エントリーページ（http：//runnet.
jp/）にアクセスしてください。

▼申込締切　 ９月18日㈮　インターネットは９月25日㈮
　　　　　　※ 大会当日の申し込みは受け付けません。

お問い合わせ　大会事務局（教育委員会生涯学習課内　☎852・4411　FAX 852・4414）

～　種　　目　～

 ２㎞ 小学１～４年生男子・女子
 ３㎞  小学５～６年生男子・女子、中学生女子
 ５㎞  中学生男子、一般男子・女子、ウオーキング
 10㎞ 一般男子・女子
 ハーフ 一般男子・女子

今
年
も
朝
市
マ
ラ
ソ
ン
の
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
は
広
域
五
城
目

体
育
館
前
発
着
で
、
雀
館
運
動
公
園

の
周
囲
を
１
周
。
緩
や
か
な
上
り
の

県
道
秋
田
八
郎
潟
線
を
馬
場
目
方
面

に
進
み
、
保
呂
瀬
ト
ン
ネ
ル
の
手
前

で
折
り
返
す
コ
ー
ス
で
す
。

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
後
は
、
体
の
芯
か

ら
温
ま
る
大
会
名
物
の
「
森
山
汁
」

が
待
っ
て
ま
す
。
ま
た
、
朝
市
特
産

品
な
ど
抽
選
の
景
品
も
豪
華
な
大
会

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
！

大
会
の
運
営
に
お
手
伝
い
い
た
だ

け
る
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
中
で
す
。
参
加
選
手
と
大
会
を
支

え
る
み
な
さ
ん
が
一
緒
に
な
り
、「
朝

市
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
を
盛
り
上
げ
ま

し
ょ
う
！

▼
日
　
時　

10
月
25
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
７
時
〜
午
後
４
時

（
予
定
）

▼
場
　
所　

 

広
域
五
城
目
体
育
館
ほ
か

▼
内
　
容　

 

運
営
補
助
、設
営
、撤
去
、

受
付
、走
路
監
察
な
ど

▼
支
給
品　

 
昼
食
、飲
み
物
、ス
タ
ッ
フ

キ
ャ
ッ
プ（
予
定
）な
ど

▼
備
　
考　

 

活
動
し
や
す
い
服
装
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
　
象　

 

中
学
生
以
上（
中
学
生
の

方
は
、保
護
者
ま
た
は

引
率
者
の
同
伴
が
必
要

で
す
。）

▼
申
込
先　

 

五
城
目
朝
市
５
０
０
年

記
念
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実

行
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　

（
生
涯
学
習
課
内
）

錦秋の五城目・馬場目路を駆け抜けろ！

平成27年国勢調査を
全国一斉に行います
国勢調査は、統計法に基づいて、日本に住んでいるすべ
ての人・世帯を対象として実施する統計調査です。
国内の人口や世帯の実態を明らかにするため、５年に１
度実施しています。国勢調査の結果は福祉施策や生活環境
整備、災害対策など、日本の未来をつくるために欠かせな
い様々な施策の計画策定などに利用されます。

9月上旬から
調査員が訪問します
調査員が皆さんのお宅を訪問し、調査書類をお配りしま
す。この調査では、先にインターネットでの回答を受け付け、
インターネットで回答されなかった世帯には紙の調査票を
配布して調査を行います。

＼ ５年に１度の大調査！！／

国勢調査が、進化しました！
今回の調査は、パソコン、タブレット、スマートフォンからもご回答いただけます！

回答いただいた情報は厳重に保護されます。
国勢調査は「統計法」で厳格な秘密保護が定められています。回答いただいた内容は統計以外の目的に使用することはありません。

いつでもどこでも、便利に回答。
パソコン、タブレット、スマートフォン

での回答を可能に！！

インターネット回答がなかった
世帯には調査員が調査票を
お配りいたします！！

9月10日～20日 10月1日～7日
インターネット回答は

調査する項目は、
全部で17項目。

調査票での回答は

お問い合わせ　町総務課（☎852・5332）

９月10日㈭から、調査員がインターネット回答に必要な調

査用品をお配りします。

パソコンやスマホでの回答が可能です。

※ 世帯員が９人以上の場合は利用できませんので、紙の調査

票でご協力ください。

インターネット回答を利用しない世帯には、９月26日㈯から

あらためて調査員が訪問し、紙の調査票をお配りします。

提出は担当の調査員に手渡すか、お配りする郵送提出用の

封筒をご利用ください。

※ 世帯員が５人以上の場合は、調査票が複数枚になります。
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9月10日～9月12日 9月26日～9月30日9月10日～9月20日

世帯について

世帯員について

10月1日～10月7日
インターネット回答用IDを配布 調査票を配布インターネット回答 調査票提出

「世帯員の数」、「住居の種類」、「住宅の建て方」
など４項目。

「男女の別」、「出生の年月」、「就業状態」
「従業地又は通学地」などの13項目。

スマート
国勢調査！



まちづくり課です

協働のまちづくりに関するお問い合わせ　町まちづくり課（☎852・5361）
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マイナンバー制度のお問い合わせは　コールセンター（☎0570・20・0178）
町総務課（℡852・5322）、町住民生活課（☎852・5112）、町税務課（☎852・5144）

マイナンバーは、住民票がある全ての方に１人１つの
番号をつけて、社会保障、税、災害対策の分野で効率的
に情報を管理し、複数の機関に存在する個人の情報が同
一人の情報であることを確認するために活用されるもの
です。

▼ 10月から、一人一人に12桁のマイナンバー
　（個人番号）が通知されます。

▼ �やむを得ない理由により住民票の住所地で受け取るこ
とができない方は、９月25日㈮までに居所情報登録
申請書を住民票のある住所地の地区町村に持参又は郵
送してください。
申請が必要な方
　・�東日本大震災による被災者で住所地以外の居所に避
難されている方

　・�ＤＶ、ストーカー行為等、児童虐待等の被害者で住
所地以外の居所に移動されている方

　・�一人暮らしで、長期間、医療機関・施設に入院・入
所されている方

　※�申請書は町住民生活課、総務省ＨＰなどで入手又は
ダウンロードできます。

▼ �平成28年１月から社会保障・税・災害対策の行政手
続きでマイナンバーが必要になります。
　・�年金、雇用保険、医療保険の手続き、生活保護や福祉
の給付、確定申告などの税の手続きなど、法律で定め
られた事務に限って、マイナンバーが利用されます。

▼ �法律で定められた目的以外でマイナンバーを利用した
り、他人に提供したりすることはできません。

▼ �マイナンバーは一生使うものです。大切に保管してく
ださい。

五城目Ｇ級グルメスタンプラリーを開催中

町内の４施設で食事をして
賞品をもらおう！！

▼参加方法
　❶�五城館・悠

ゆ き

紀の国五城目・
赤倉山荘・農家レストラン
清流の森で応募用紙を入手
します。

　❷�各施設で食事や買い物をし
て、応募用紙にスタンプを
押印します。各施設の会計
時に応募用紙を提示してく
ださい。

　❸�スタンプがすべてそろった
ら応募できます。

▼ �応募期間は９月１日㈫〜10月
31日㈯まで（消印有効）。
　抽選は11月上旬の予定です。

お問い合わせ　町商工振興課（☎852・5222）

ブナの原生林の残る豊かな自然を楽し
みながら、標高1,037.4㍍の馬場目岳を
清掃登山してみませんか。
●日　　時　�10月３日㈯
　　　　　　午前７時役場出発
●募集人員　30人程度
●参 加 料　大人1,000円・子ども500円
●申込期限　９月18日㈮

町の最高峰　馬場目岳に登ってみませんか

馬場目岳清掃登山再開

お申し込み・お問い合わせ
町商工振興課（☎852・5222）

❖
９
月
７
日
㈪	

午
前
10
時
〜

　

本
会
議
　�

議
員
研
修
報
告
、

町
長
行
政
報
告
、

決
算
特
別
委
員

会
の
設
置

❖
９
月
８
日
㈫	

午
前
10
時
〜

　

本
会
議
　�

一
般
質
問

　
　
　
　
　
議
案
上
程

❖
９
月
９
日
㈬	

午
前
10
時
〜

　

本
会
議
　
議
案
上
程

　

各
常
任
委
員
会

❖
９
月
10
日
㈭
、
11
日
㈮

　
　
　
14
日
㈪
、
15
日
㈫

　

決
算
特
別
委
員
会

❖
９
月
16
日
㈬

　

各
常
任
委
員
会

❖
９
月
17
日
㈭	

午
前
10
時
〜

　

本
会
議
　�

決
算
特
別
委
員

長
・
各
常
任
委
員

長
報
告
、
質
疑
、

討
論
、議
決

お
問
い
合
わ
せ

町
議
会
事
務
局

（
☎
８
５
２
・
５
４
１
１
）

町
議
会
９
月
定
例
会
の

日
程（
予
定
）

町
議
会
を

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

町民の皆さんによる＂まちづくり活動＂を支援します！

下山内老人クラブ（６月17日）	 町道沿線の草刈り作業

地域の道路や公園、施設などの維持管理活動を、地域の皆さんから作業していただく場合、必要経
費（消耗品、燃料、原材料、借上料など）を町が負担します。
また、地

ま ち

域を語る会（協働のまちづくり座談会）や町内会の座談会も随時受け付けていますので、
いつでもご相談ください。

上山内老人クラブ（７月27日）	 町道沿線の草刈り作業

小野台町内会（６月25日）	 花だんの整備

富田千寿会（７月29日）	 町道沿線の草刈り作業

平ノ下町内会（７月５日）	 町道沿線の草刈り作業

八田長面町内会（８月２日）	 町道沿線の草刈り作業

五
城
館

悠
紀
の
国

赤
倉
山
荘

清
流
の
森



10月から２期
目が始まります。
パワーリハビリ
で足腰を丈夫に
しましょう。

▼期　日　10月１日㈭～12月　（毎週木曜日・３か月間）

▼時　間　午後１時～午後３時

▼会　場　介護老人保健施設「湖東老健」

▼内　容　 楽しい体操や運動（マシントレーニング）、栄
養のお話、声を出す練習など

▼利用料　１回300円　※生活保護世帯の方は無料です。

▼対　象　 65歳以上の介護認定を受けていない方
※関心のある方はご連絡ください。

50
歳
ぐ
ら
い
か
ら
水
彩

画
を
始
め
ら
れ
、
書
や
絵

画
が
得
意
な
□
□
さ
ん
。

若
い
こ
ろ
は
、
鉄
道
の
機

関
士
を
務
め
て
い
た
そ
う

で
す
。

朝
市
に
出
店
し
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、「
人
や
お

客
さ
ん
と
会
話
を
す
る
こ

と
」
が
長
寿
の
秘
訣
と
の

こ
と
で
し
た
。

畑
仕
事
を
し
た
り
花
を

育
て
た
り
す
る
の
が
大
好

き
な
□
□
さ
ん
。
若
い
こ

ろ
は
山
菜
採
り
も
得
意

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

く
よ
く
よ
し
な
い
前
向

き
な
性
格
と
の
こ
と
で
、

「
み
ん
な
仲
良
く
家
族
円

満
で
い
る
こ
と
」
が
長
寿

の
秘
訣
と
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。

「
笑
う
門
に
は
福
来
た

る
」
が
座
右
の
銘
と
□
□

さ
ん
。
盆
踊
り
で
の
仮
装

が
得
意
だ
っ
た
そ
う
で
、

よ
く
賞
を
も
ら
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。
今
は
毎
日
、

新
聞
を
読
む
の
が
楽
し
み

と
の
こ
と
。

「
家
族
の
支
え
の
お
か

げ
で
長
寿
」
と
の
こ
と
で

し
た
。

会話を楽しむ

□ □ □さん
（一番町）

家族円満が秘訣

□□□□さん
（合　地）

家族の支えで長寿

□□□□さん
（大川４区）

■ 健 診 ■

14日　３歳児健康診査
対象　平成24年２月～３月生まれ
受付　12時45分～13時15分
場所　役場１階保健室

28日　乳児健康診査
（４・７・10か月）

対象　平成27年５月、２月生まれ
　　　平成26年11月生まれ
受付　12時45分～13時15分
場所　役場１階保健室

■ そ の 他 ■

８日・29日　母子健康手帳交付
受付　９時～15時
場所　健康福祉課
※ 指定日以外で交付を希望される
方は、事前にご連絡下さい。

30日　離乳食づくり教室
対象　対象者には通知済みです
受付　10時～正午
場所　ケアセンター五城目２階

町健康福祉課　☎８５２・５１８０

　

お
子
さ
ん
を
遊
ば
せ
な
が
ら
、
子

育
て
や
お
子
さ
ん
の
健
康
な
ど
に
つ

い
て
一
緒
に
お
話
し
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
楽
し
い
遊
び
を
用
意
し
て
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼  

対　

象

　
 

町
内
の
保
育
園
等
入
園
前
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者（
乳
児
も
大
歓
迎

で
す
）

▼
時　

間

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

▼
９
月
８
日
㈫

　

も
り
や
ま
こ
ど
も
園

　

 

「
小
麦
粉
ね
ん
ど
で
遊
ぼ
う
」

▼ 

９
月
24
日
㈭

　

国
花
苑

　

「 

バ
ス
に
乗
っ
て
出
か
け
よ
う
」

（
雨
天
時
：
も
り
や
ま
こ
ど
も
園
）

お
問
い
合
わ
せ　

も
り
や
ま
こ
ど
も
園（
☎
８
５
２
・
３
８
０
５
）

お申し込み・お問い合わせ
町地域包括支援センター（☎855・1070）

通所型介護予防事業「楽
らく

らく生活くらぶ」
介
護
予
防
の
た
め
に
体
に
無
理
な
く
運
動
し
て
み
ま
せ
ん
か

新
し
い
保
険
証
（
被
保
険
者
証
）
を
９
月

中
に
郵
送
し
ま
す
。
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ

き
、
10
月
１
日
㈭
以
降
は
新
し
い
保
険
証
を

お
使
い
く
だ
さ
い
。

保
険
証
（
被
保
険
者
証
）
は
、
国
保
加
入

者
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
唯
一
の
証
明

書
で
す
。
次
の
こ
と
を
必
ず
お
守
り
く
だ
さ

い
。

▼ 

通
院
や
入
院
の
際
は
、
必
ず
病
院
（
保
険

医
療
機
関
）
等
の
窓
口
へ
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

▼ 

70
歳
か
ら
74
歳
の
方
は
、
併
せ
て
「
国
民

健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」
を
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

▼ 

社
会
保
険
へ
の
加
入
や
住
所
変
更
な
ど
、

保
険
資
格
が
変
わ
る
場
合
は
、
速
や
か
に

保
険
証
を
持
参
し
て
（
世
帯
主
の
場
合
は

国
保
に
加
入
す
る
世
帯
全
員
分
）、
役
場
健

康
福
祉
課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　

町
健
康
福
祉
課
（
☎
８
５
２
・
５
１
０
８
）

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

10
月
１
日
㈭
か
ら
は

新
しい
保
険
証
で

♦90歳を迎えられた方（８月20日現在）
７月25日　□□　□□さん（合　　地） ８月５日　□　　□□さん（一　番　町）

８月15日　□□　□□さん（大川４区）

結婚されて50年を迎えられ
たご夫婦をお祝いします。
　つどいでは、記念写真の撮
影、賞詞や記念品の贈呈ととも
に、会食（会費制）を行います。

●日　時　10月６日㈫　正午～
●会　場　五城館
●対象となる方　昭和40年に結婚されたご夫婦
　※ 対象となるご夫婦には通知を発送しますが、
９月12日㈯までに届かない場合は、お手数
ですが役場健康福祉課へご連絡ください。

●会食費用　ご夫婦で6,000円

お問い合わせ
町健康福祉課（☎852・5128）

10月６日㈫に開催します
金婚を祝うつどい

『三つ子の魂百
まで・・・』とい
われますが、３歳
は心身の発達上、
節目となり極めて
重要です。
この時期に乳歯
の歯列はほぼ完成
するので、家族み
んなで協力しあい、
正しい歯の健康維
持について基本を
身につけましょう。

□□　□□くん
（下山内）

□□　□□くん
（紀久栄町）

□□　□□くん
（岡本１区）

□□　□□ちゃん
（大川４区）

□□　□□くん
（新　町）
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８
月
７
日
か
ら
３
日
間
、「
五

城
目
町
・
千
代
田
区
児
童
双
方
向

交
流
事
業
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

６
年
目
と
な
る
今
年
は
、
両
自
治

体
の
小
学
生
34
人
、
交
流
支
援
員

ら
15
人
が
参
加
し
、
こ
れ
ま
で
で

最
大
規
模
の
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

千
代
田
区
の
ご
家
庭
で
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
や
東
京
都
内
の
見
学
な

ど
が
行
わ
れ
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
の
施
設
見
学
で
は
、
環

境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
や
、

テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
ト
・
マ
ナ
ー
の
講

習
会
を
体
験
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
千
代
田

区
の
子
ど
も
た
ち
と
お
友
達
に
な

れ
て
う
れ
し
か
っ
た
」
な
ど
感
想

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
の
交
流
事
業
は
冬
に
五
城
目

町
で
行
わ
れ
ま
す
。

８
月
14
日
、馬
場
目
地
区
で
「
馬

場
目
地
区
町
内
対
抗
駅
伝
大
会
」

と
「
馬
場
目
川
清
流
駅
伝
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
馬
場
目
地
区
４
チ
ー

ム
、
一
般
３
チ
ー
ム
が
参
加
。
約

８
・
７
㌔
の
コ
ー
ス
を
各
チ
ー
ム

７
人
が
タ
ス
キ
で
つ
な
ぎ
、
脚
力

を
競
い
合
い
ま
し
た
。
町
内
対
抗

の
優
勝
は
中
村
町
内
会
で
し
た
。

８
月
15
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で

「
新
成
人
を
祝
う
つ
ど
い
」
が
行

わ
れ
、
今
年
成
人
と
な
る
77
人
の

う
ち
58
人
が
出
席
し
、
成
人
を
祝

い
ま
し
た
。

新
成
人
を
代
表
し
て
□
□
□
□

さ
ん
（
□
□
）
と
□
□
□
□
さ
ん

（
□
□
□
）
が
「
強
い
意
志
と
責

任
感
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

を
歩
ん
で
い
く
」
と
誓
い
ま
し
た
。

７
月
21
日
、「
自
殺
予
防
市
町

村
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
が
行
わ
れ
、
秋

田
県
健
康
福
祉
部
次
長
ら
４
人
が

来
町
し
、
県
知
事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
自
殺
予
防
対
策
に
生
か

し
て
い
こ
う
と
、
県
担
当
者
が
全

市
町
村
と
意
見
交
換
を
行
っ
て
い

ま
す
。
当
町
で
活
躍
し
て
い
る

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
や
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
も
参

加
し
、
活
動
の
現
状
や
要
望
を
伝

え
ま
し
た
。

町
で
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
こ

こ
ろ
の
体
温
計
」
を
開
設
す
る
な

ど
、
様
々
な
対
策
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
自
殺
率
は
減
少
傾
向

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
自
殺
の
減

少
に
向
け
て
さ
ら
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

８
月
６
日
、
大
川
地
区
で
「
ね

ぶ
流
し
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
太

鼓
の
音
が
響
く
中
、
潟
船
を
か
た

ど
っ
た
小
さ
な
舟
を
馬
場
目
川
に

流
し
ま
す
。

ね
ぶ
流
し
は
、
初
盆
を
迎
え
る

家
な
ど
が
小
舟
を
流
し
、
先
祖
や

亡
く
な
っ
た
家
族
を
供
養
す
る
大

川
地
区
の
習
わ
し
で
す
。

８
月
６
日
、
子
ど
も
た
ち
が
手

作
り
の
絵
灯
ろ
う
を
引
い
て
町
内

を
巡
る
、「
五
城
目
地
区
公
民
館

七
夕
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
七
夕
ま
つ
り
に
は
、
８

団
体
に
よ
る
色
と
り
ど
り
の
絵
灯

ろ
う
が
登
場
し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
３
年
連
続
で
東

磯
ノ
目
町
内
会
が
「
七
夕
賞
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。

８
月
20
日
、
五
城
館
で
「
町
戦

没
者
追
悼
式
」
を
行
い
ま
し
た
。

先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
英
霊

に
渡
邉
町
長
や
来
賓
、
遺
族
代
表

の
草
皆
稔
さ
ん
（
帝
釈
寺
・
町
遺

族
連
合
会
会
長
）
が
追
悼
の
言
葉

を
捧
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
出
席

者
全
員
の
献
花
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
コ
ー
ル
も
り
や
ま

の
皆
さ
ん
か
ら
追
悼
歌
「
み
た
ま

を
た
た
え
て
」
が
捧
げ
ら
れ
ま
し

た
。渡

邉
町
長
は
、
戦
後
70
年
を
迎

え
今
後
こ
の
よ
う
な
悲
し
み
を
繰

り
返
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
永

遠
の
平
和
と
ご
遺
族
の
ご
繁
栄
を

願
い
、
町
の
発
展
を
誓
い
ま
し
た
。

８
月
21
日
、
五
城
目
建
築
業
協

会
（
会
長
・
菊
地
正
和
さ
ん
）
の

皆
さ
ん
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、

町
施
設
の
修
繕
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

五
城
目
小
で
は
教
室
の
扉
の
修

理
や
廊
下
の
壁
の
張
り
替
え
や
塗

り
替
え
、
地
域
活
性
化
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
外
壁
の
修
理
な
ど
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

千
代
田
区
で
子
ど
も
交
流８

月
12
日
、
町
で
は
交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
１
０
０
０
日
を
達
成
し

ま
し
た
。
平
成
24
年
11
月
16
日
以

降
、
町
内
で
交
通
事
故
に
よ
る
死

亡
者
が
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

８
月
24
日
に
役
場
で
顕
彰
伝
達

式
が
行
わ
れ
、
三
浦
潔
五
城
目
警

察
署
長
か
ら
顕
彰
の
伝
達
を
受
け

た
渡
邉
町
長
は
、「
町
民
の
皆
様

の
協
力
の
お
か
げ
で
達
成
で
き
ま

し
た
。
今
後
も
関
係
団
体
と
一
致

団
結
し
て
交
通
安
全
運
動
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

今
後
も
町
民
の
皆
様
や
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
、
交
通
死
亡

事
故
の
な
い
町
を
続
け
る
た
め
交

通
事
故
防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ「
１
０
０
０
日
」を
達
成

36
回
目
の
開
催　

馬
場
目
地
区
駅
伝
大
会

77
人
の
は
た
ち
の
門
出
を
祝
う

自
殺
予
防
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
来
町

先
祖
や
故
人
を
供
養
す
る「
ね
ぶ
流
し
」

絵
灯
ろ
う
が
町
内
を
巡
る

平
和
を
誓
い
合
う
町
戦
没
者
追
悼
式

あ
り
が
と
う
五
城
目
建
築
業
協
会
の
皆
さ
ん
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８
月
15
日
、「
き
ゃ
ど
っ
こ
ま

つ
り
２
０
１
５
」
が
雀
館
運
動
公

園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
五
城
目
一
中

吹
奏
楽
部
と
秋
田
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
に
よ
る
演
奏
や
、
も
り
や

ま
こ
ど
も
園
に
よ
る
食
育
の
う
た

と
お
ど
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
町
出
身
の
佐
々
木
康

多
さ
ん
ら
の
ボ
ー
カ
ル
グ
ル
ー
プ

「
音
彩
︱N

E
IR

O

︱
」、
青
谷
明
日

香w
ith

ま
ー
と
さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ

ラ
イ
ブ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ヤ
マ
メ
の
つ
か
み
ど
り
コ
ー

ナ
ー
や
水
鉄
砲
大
会
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、
多

く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

翌
日
は
剣
道
ス
ポ
少
、
五
中
剣

道
部
、
陸
上
部
の
方
々
が
ゴ
ミ
拾

い
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

き
ゃ
ど
っ
こ
ま
つ
り
に
引
き
続

き
、
町
民
セ
ン
タ
ー
前
で
全
町
盆

踊
り
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
企
業
や
各
種
団
体
、
町
内

会
の
皆
さ
ん
な
ど
10
団
体
と
６
個

人
の
約
３
０
０
人
が
参
加
。
お
そ

ろ
い
の
着
物
や
ユ
ニ
ー
ク
な
衣
装

を
身
に
ま
と
い
、
会
場
い
っ
ぱ
い

に
踊
り
の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。

大
会
結
果

・
団
体
の
部

　

優　

勝　

も
り
や
ま
こ
ど
も
園 

　

準
優
勝　

五
城
目
ド
リ
ー
ム
ス 

　

第
３
位　

�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
広
青
苑（
特
別
賞
・

仮
装
賞
）

・
個
人
の
部

　

優　

勝　

�

生
涯
学
習
奨
励
員
協

議
会 

夏
の
思
い
出
き
ゃ
ど
っ
こ
ま
つ
り

町
民
セ
ン
タ
ー
前
で
全
町
盆
踊
り
大
会

渡邉町長㊧に知事のメッセージ
を伝える保坂学健康福祉部次長㊨

漁船に乗り川の中ほどで小舟を
流す大川のねぶ流し

馬場目川でのヤマメのつかみ取
り

町出身佐々木康多さんが所属する「音彩」

ごみを拾ってもらった五城目小剣道スポ
少、五城目一中剣道部、陸上部の皆さん

昨年開業100周年を迎えた東京
駅

町内を巡った色とりどりの絵灯
ろう

団体の部で優勝したもりやまこ
ども園チーム

誓いの言葉を述べる□□□□さん
（□□□）と□□□□さん（□□）

英霊に献花をささげる参加者の
皆さん

町の施設を修繕していただいた
五城目建設業協会の皆さん

顕彰状を手にする三浦署長㊧と
渡邉町長㊨

７チームが馬場目ふれあい館前
をスタート



Oktoberfest
Summer is coming to an end, and now the 
autumn festivals are on the rise! One popular 
festival that takes place in various cities across 
America is Oktoberfest !

Oktoberfest is a festival that originates in 
Germany. Various beers which are only found 
in Germany make an appearance at this festival, 
and everyone has a chance to enjoy them. 
There are also many live performances 
for families to enjoy, as well as games for 
children. Oktoberfest is not only popular in 
America, but other countries also celebrate 
this German festival!

Tokyo has many Oktoberfest fest ivals 
throughout the year. If you have time, please 
take part in this festival!

オクトーバーフェスト
　夏が終わりに近づき、秋祭りがやってきます。アメリ

カ中のいろいろな都市で開催されている人気のある祭り

のひとつにオクトーバーフェストがあります。

　オクトーバーフェストはドイツが起源のお祭りです。

その祭りでは、ドイツだけで出されている様々なビール

があり、それらを楽しむことができます。家族向けにた

くさんの楽しいライブパフォーマンスがあり、子ども向

けのゲームもあります。オクトーバーフェストはアメリ

カだけでなく、ほかの国

々でも同じようにドイツ

の祭りをお祝いします。

　東京でも一年を通して

何回もオクトーバーフェ

ストが開催されます。も

し機会があれば、このお

祭りに参加してみてね。
大人も子どもも頑張った茎からの枝豆のもぎ取り

♦
キ
イ
チ
ゴ
倍
増
！

夏
野
菜
を
毎
日
収
穫
し
て
い
ま
す
。
キ
ュ

ウ
リ
、
ト
マ
ト
、
茄
子
に
ズ
ッ
キ
ー
ニ
。
昨

年
キ
イ
チ
ゴ
研
究
会
か
ら
購
入
し
た
１
５
０

株
の
苗
は
、
１
年
間
頑
張
っ
て
手
入
れ
を
し

た
結
果
、
今
年
は
倍
以
上
の
収
穫
が
見
込
め

そ
う
で
す
。
生
の
キ
イ
チ
ゴ
の
初
出
荷
に
向

け
、
着
々
と
準
備
中
で
す
。

そ
ん
な
最
中
、
強
風
で
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

が
吹
き
飛
ば
さ
れ
喜
び
も
つ
か
の
間
。
改
め

て
ビ
ニ
ー
ル
を
買
っ
て
修
繕
し
ま
し
た
。
キ

イ
チ
ゴ
作
り
を
始
め
て
か
ら
、
一
番
変
わ
っ

た
こ
と
は
毎
日
の
天
気
の
確
認
。
雨
の
日
は

休
み
に
な
り
、
晴
耕
雨
読
の
言
葉
の
意
味
を

実
感
し
ま
し
た
。

♦
枝
豆
収
穫
大
作
戦

一
反
の
枝
豆
畑
を
収
穫
す
る
イ
ベ
ン
ト「
枝

豆
収
穫
大
作
戦
」
を
町
内
の
農
業
生
産
法
人

の
方
が
開
催
し
町
内
外
か
ら
13
家
族
、
約
30

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
枝
豆
を
根
っ
こ
か
ら

引
き
抜
き
、
軽
ト
ラ
に
載
せ
て
、
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
で
茎
か
ら
豆
を
も
ぎ
取
り
、
袋
一
杯

に
詰
め
込
む
。
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
も
汗

を
か
き
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
も
元
気
一
杯

に
袋
に
枝
豆
を
詰
め
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
の
収
穫
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
た
ち
は
、
楽
し
む
子
ど
も
の
様
子

を
見
て
「
ま
た
遊
び
に
来
て
ね
」「
子
ど
も
た

ち
に
も
っ
と
美
味
し
い
野
菜
を
作
ろ
う
ね
」

と
思
い
思
い
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

♦
若
手
農
家
を
育
て
る

こ
の
農
業
生
産
法
人
で
は
、
若
手
の
育
成

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
１
年
目
で
田
ん
ぼ

の
作
り
方
を
全
て
学
び
、
２
年
目
に
は
農
地

を
借
り
て
機
材
な
ど
資
材
の
手
配
ま
で
含
め

て
田
ん
ぼ
作
り
を
行
わ
せ
、
農
家
と
し
て
独

立
で
き
る
よ
う
指
導
し
ま
す
。

新
規
就
農
の
難
し
さ
は
「
機
材
の
購
入
」

と
「
農
地
の
確
保
」。
な
の
で
、
農
業
生
産

法
人
で
機
材
の
貸
し
出
し
と
農
地
の
確
保
も

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
若
手
育
成
に
こ

だ
わ
る
の
は
、
代
表
の
方
の
強
い
思
い
が
あ

り
ま
す
。

代
表
の
方
は
息
子
に
農
家
を
継
が
せ
な
い

教
育
を
し
た
こ
と
を
後
悔
し
て
い
ま
す
。
も

し
、
子
ど
も
た
ち
が
１
人
も
農
業
を
継
が
な

く
な
っ
た
ら
、
町
の
農
業
は
成
り
立
ち
ま
せ

ん
。だ

か
ら
こ
そ
、
町
の
子
ど
も
た
ち
に
農
業

の
可
能
性
を
伝
え
、
１
０
０
０
人
に
１
人
で

も
農
業
を
担
う
人
が
生
ま
れ
る
た
め
に
様
々

な
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
田
植
え
や
枝
豆
収

穫
な
ど
様
々
な
体
験
を
企
画
し
、
子
ど
も
た

ち
に
農
業
の
魅
力
を
伝
え
続
け
る
と
熱
く

語
っ
て
い
ま
し
た
。

♦
沢
を
守
る
仕
事

沢
の
美
し
い
景
色
は
、
丁
寧
に
作
る
田
ん

ぼ
が
あ
っ
て
こ
そ
。
小
さ
く
て
形
が
い
び
つ

な
沢
の
田
ん
ぼ
は
効
率
が
悪
く
農
業
機
械
を

入
れ
る
の
も
困
難
で
す
。
で
も
一
度
田
ん
ぼ

を
止
め
て
し
ま
う
と
、
元
に
戻
す
こ
と
が
難

し
く
な
り
ま
す
。

田
ん
ぼ
は
沢
を
守
る
仕
事
で
も
あ
る
。
食

べ
物
を
作
る
だ
け
で
な
く
、
田
ん
ぼ
が
地
域

の
景
色
と
暮
ら
し
を
作
る
大
切
な
仕
事
だ
と

思
い
ま
す
。
今
日
も
若
い
人
が
農
業
生
産
法

人
へ
面
接
に
来
る
そ
う
で
す
。
五
城
目
の
美

し
い
景
色
を
守
る
農
業
を
、
次
の
世
代
に
繋

ぐ
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て
い

き
ま
す
�	

（
今
月
の
担
当
：
柳
澤　

龍
）
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町の英語指導助手（ALT）の
ニッキさんの連載エッセイです。
オクトーバーフェストのお話です。

ソーセージをおつまみにドイツビール
を楽しみます

（敬称略）

日本柔道整復師東北ブロック会第23回東北少年柔道大会
❖団体戦
　▶優　勝　雄武館　山中道場
　　　　　　　　　　（畠山　　凱（五城目小４年））

東北電力旗
第28回東北ミニバスケットボール大会秋田県大会
　▶第３位　�五城目女子ミニバスケットボールスポー

ツ少年団

第57回全県席書大会
❖小五　半紙　▶銀　賞　伊藤　陽菜（五城目小５年）

❖小二　硬筆　▶銀　賞　高橋　胡春（五城目小２年）

ＪＡあきた湖東杯ミニバスケットボール大会
❖男子　▶優　勝　�五城目男子ミニバスケットボール

スポーツ少年団
❖女子　▶優　勝　�五城目女子ミニバスケットボール

スポーツ少年団

平成27年度　東北中学校体育大会　
❖卓球女子個人
　▶第９位（全国大会出場）　松橋　天音（五城目一中３年）

吹奏楽コンクール秋田県大会　小編成の部
▶金　賞　五城目一中吹奏楽部

全県席書大会　中一条幅の部　
▶銀　賞　近藤　乃愛（五城目一中１年）

全国教育書道展
▶晴嵐館理事長賞　近藤　乃愛（五城目一中１年）

子
ど
も
に
つ
な
げ
� 

畑
の
し
ご
と

全国中学校体育大会卓球女子個人に出
場する□□□□さん㊧と吹奏楽コン
クール県大会で金賞を受賞した吹奏楽
部部長の□□□さん㊨



「
先
人
の
知
恵
」
に
想
う

ふ
る
さ
と
五
城
目
会
　
猿
　
田
　
　
　
昭

（
15
期
・
内
川
浅
見
内
出
身
）

私
の
生
家
は
内
川
浅
見
内
で
、
現
役
引

退
後
も
ひ
ょ
っ
こ
り
帰
省
し
て
い
ま
す
。 

お
米
の
増
産
を
図
る
こ
と
か
ら
、
我
ら

先
人
が
考
案
し
た
山
の
裾
野
ま
で
田
ん
ぼ

を
作
る
、
い
わ
ゆ
る
棚
田
方
式
な
る
も
の

を
、
子
ど
も
の
こ
ろ
に
は
所
々
目
に
し
て

い
ま
し
た
。 

棚
田
の
立
地
と
し
て

①
朝
日
を
背
に
し
た
山
側
に
多
い
。

②�

山
の
谷
間
か
ら
流
れ
出
た
水
は
下
へ
流

す
水
路
と
、
水
を
溜
め
る
人
造
池
に
流

す
水
路
に
分
け
ら
る
。

池
は
太
陽
の
陽
を
浴
び
、
風
に
揺
ら
ぐ

水
草
と
根
を
張
る
水
面
で
は
カ
エ
ル
が
泳

ぎ
、
と
き
に
は
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
の
水
浴

び
？
　
等
も
見
ら
れ
た
も
の
で
す
。
池
下

の
田
ん
ぼ
か
ら
さ
ら
に
下
へ
と
順
繰
り
に

流
れ
る
仕
組
み
で
す
。

山
に
は
秋
田
の
代
表
格
、
杉
の
木
や
木

炭
の
原
木
と
な
る
ナ
ラ
、
ケ
ヤ
キ
等
が
多

く
植
林
さ
れ
て
、
先
人
た
ち
は
そ
の
山
か

ら
流
れ
出
る
恵
み
の
水
で
、
お
い
し
い
お

米
が
で
き
る
こ
と
を
熟
知
し
て
い
た
の
で

は
と
思
わ
れ
ま
す
。 

一
方
、
山
沿
い
の
道
端
で
は
冷
た
い
水

が
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
流
れ
落
ち
る
小
さ
な
水

飲
み
場
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
上
京
す

る
ま
で
は
ミ
ネ
ラ
ル
た
っ
ぷ
り
の
山
の
天

然
水
を
飲
み
、
そ
の
水
で
炊
い
た
ご
飯
を

食
べ
て
育
っ
た
も
の
で
す
。

我
が
秋
田
の
五
城
目
町
も
含
め
て
減
反

や
人
口
減
、
さ
ら
に
は
少
子
高
齢
化
が
進

ん
で
棚
田
の
作
付
け
も
見
か
け
な
く
な
り

寂
し
い
想
い
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
私
の
現
住
地
、
埼
玉
県
川

越
市
内
の
お
店
に
「
あ
き
た
こ
ま
ち
」
が

販
売
さ
れ
て
お
り
、
お
米
の
袋
に
は
秋
田

県
の
地
図
と
産
地
の
農
協
名
が
記
載
さ

れ
、
そ
こ
は
雄
物
川
沿
い
の
仙
北
地
方
で

し
た
。
五
城

目
産
も
流
通

拡
大
、
い
つ

か
店
頭
に
並

べ
ば
「
ふ
る

さ
と
」
を
味

わ
う
こ
と
が

で
き
る
と

思
っ
て
お
り

ま
す
。
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舘
　
町
　
　

細
田
　
陽
炎

内川中の同期生と。中央が私です。

新着図書の紹介
・俳人露月　天地蒼々　郷土を愛した鬼才（伊藤義一著）
・明日の色（新野剛志著）
・�大きらいなやつがいる君のためのリベンジマニュ
アル（秋田出身の作家・豊島ミホ著）　

・�私の息子はサルだった（佐野洋子著）
・日本人の道具（清水安雄著）
・かいぞく　ゴックン（ジョニー・ダドル著）
※お問い合わせ　中央公民館（☎852・4411）

3／�町敬老福祉の集い
（広域五城目体育館）

5／�男鹿・潟上・南秋地区芸術文化
振興大会（町民センター）

7／�９月議会定例会（〜17日・役場）

26／�町社会福祉大会
（五城目一中体育館）

28／町村会理事会（羽後町）

わたくしたちは郷土を愛し五城目町民であること
に誇りをもち、歴史と伝統をうけつぎ創造性ゆた
かな町をつくる願いをこめてこの憲章を定めます。

1、自然と親しみ美しい町をつくります
1、たがいに助けあい思いやりのある町をつくります
1、教育を進め文化の香り高い町をつくります
1、元気で働き活力に満ちた町をつくります
1、きまりを守り明るい町をつくります

町長交際費を公開します
町では、行政運営の一層の透明性を図り、町民に開かれた「誇りと信頼の

あるまちづくり」を進めるために、町長交際費の支出状況を公開します。

❖交際費の支出状況（７月）
分類 件数 内　　　　　　容 支 出 額

祝　費 1件 南秋田郡町村議会議員大会 10,000円

会　費 3件

あきしん五城目支店経済懇話会講演会懇親会、男
鹿潟上南秋支部消防操法大会報告会、町ＰＴＡ連
合会教育懇談会懇親会

14,000円

賛　助 1件 秋田県米価対策共闘会議 5,000円

接　遇 4件 来客時お土産 6,480円

その他 5件

町青年会ＯＢ会、秋田追分全国大会、男鹿潟上南
秋支部消防操法大会第10分団出場激励、男鹿潟
上南秋支部消防操法大会出場報告会、自衛隊協力
会総会

16,372円

合 計 14件 51,852円

平成27年４月〜７月の合計 458,221円

町長の主な予定（9月）

町では、平成28年度採用の職員採用試験を行います。
試験の概要は次のとおりです。
▶採用予定人数と受験資格
　・大学卒一般行政　　若干名
　昭和61年４月２日から平成６年４月１日までに
生まれた方
　平成６年４月２日以降に生まれた方で大学卒ま
たは平成28年３月卒業見込の方

▶給　与
　・大学卒初任給　174,200円（原則として）
　　（給与条例により各手当を支給します）
▶一次試験日時・会場
　・平成27年10月18日㈰　午前９時　受付開始
　・秋田県市町村会館（秋田市）
　※�一次試験は「秋田県市町村等職員採用統一試験」

として、県町村会に委託し実施します。

▶試験の方法
　・�一次試験（教養試験）
　・�二次試験（口述試験・作文・身体検査）
　　※�二次試験は、11月下旬に行う予定です。
　・資格調査
▶受験申込書の請求期間
　・�９月18日㈮まで
▶受験申込書の受付期間
　・�９月18日㈮まで
▶�問い合わせ、申込書請求、受験申込先
　�〒018・1792
　五城目町西磯ノ目一丁目１番地１
　�五城目町役場総務課（☎852・5332）

※���詳細は、町ホームぺージに掲載しています。
　（http://www.cs.town.gojome.akita.jp）

平成28年度町職員（一般行政大学卒）
採用試験を行います
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名前を
つけてください。

秋の全国交通安全運動は９月21日㈪〜30日㈬
９月30日は「交通事故死ゼロを目指す日」です

人権困りごと相談

　人権などの困りごとについて、人権
擁護委員にお気軽にご相談ください。
▶人権困りごとなんでも相談室
　・日　時　９月17日㈭
　　　　　　午後３時〜午後５時
　・会　場　朝市ふれあい館

平成27年分の年末調整説明会を
開催します

　平成27年分の年末調整説明会は、秋
田北税務署と秋田南税務署との合同開
催となり、開催場所が変更となりまし
た。
▶開催日と時間
・11月16日㈪
　受　付：午後１時〜
　説明会：午後１時30分〜

午後３時30分
▶会　場　秋田アトリオン（秋田市）
※�会場駐車場は利用台数に限りがあり
ます（有料）、公共交通機関をご利
用ください。
※�個人事業の青色申告決算説明会（年
末調整関係事務の説明も含む）は別
途開催されます。

国民年金保険料「10年の後納制
度」は９月30日まで

　過去10年間に納め忘れた国民年金保
険料を納付することで将来の年金額を
増やすことができる「10年の後納制
度」は、９月30日をもって終了します。
　後納制度を利用するには、申し込み
が必要です。詳細は上記までお問い合
わせください。

キャラクターの名称を
募集しています

　秋田県市町村総合事務組合では、災
害共済の「秋田犬」のマスコットキャ
ラクターにふさわしい名称を募集して
います。
▶応募資格　�どなたでも応募できます
▶応募方法　�郵送・ファクシミリ・電

子メールのいずれか
▶応募締切　９月30日㈬必着
※�詳細・応募については上記問い合わ
せ先、または秋田県市町村総合事務
組合ＨＰ（http：//www.akita-sg.
jp/kotsu/meishou.html）まで。

いっしょに歌いましょう
「うたごえ喫茶」 in 五城館

　エレキギターの伴奏に合わせ、思い
出の歌を大合唱しませんか。
▶日　時　９月６日㈰　午後２時〜
　　　　　（受付：午後１時30分〜）
▶会　場　五城館
▶参加料　�1,000円（ケーキとコー

ヒーまたは紅茶のセット、
貸出歌集付き）

▶曲目例　�「里の秋」「旅愁」「サザエ
さん」「花は咲く」など

※�お申し込み・お問い合わせは上記問
い合わせ先まで。

環境と文化のむらイベント
自然観察会と体験教室

▲

開催日時とイベント
・９月６日㈰
　�「小枝と木の実でストラップづくり」
　�森で取れた素材でかわいいストラッ
プを作ろう！▲

時　間　午前10時〜正午▲

会　場　環境と文化のむら
（野鳥の森）

※�参加は無料。お申し込みは上記問い
合わせ先まで。

ハッピーカード会・Goっくんカード会
「順弘子」歌謡ショー

　ハッピーカード会とGoっくんカード
会では、合同イベントとして順弘子歌
謡ショーを開催します。▲

期　　日　10月12日㈪　体育の日▲

時　　間　午後１時開場、
　　　　　　午後２時開演▲

会　　場　�八郎潟町農村環境改善セ
ンター▲

定　　員　500人（先着順）▲

受付期間　９月８日㈫から
（定員に達し次第終了）▲

申込時間　午前９時〜午後５時まで
（土日祭日は除く）▲

申込方法　
・�Goっくんカードの満点カード１枚と
入場券２枚を交換します。（満点に
なっていなくても500ポイント以上
で入場券１枚と交換します。）
・�Goっくんカード加盟店でプレミアム
付き商品券を3,000円以上使ってい
ただいた方にも、歌謡ショーの入場
券を１枚プレゼント。
　�この機会にぜひ商品券でお買い物
を！！

秋田100キロチャレンジマラソン
大会交通規制のお知らせ

　「100キロチャレンジマラソン」の開
催に伴い、北秋田市鷹ノ巣駅周辺を中
心に大規模な交通規制が行われます。
　当日は渋滞が予想されますので、
ゴール周辺へのマイカーでの乗り入れ
は極力ご遠慮くださるよう、ご協力を
お願いします。▲

開 催 日　９月27日㈰▲

規制区間　北秋田市鷹ノ巣駅周辺▲

規制時間　午前11時〜午後６時
※�詳細については、秋田100キロマラ
ソンＨＰをご覧ください。

全国一斉！法務局休日相談所を
開設します

　この相談所では、法務局で取り扱っ
ている登記、戸籍・国籍、供託、近隣
とのトラブルなど人権擁護に関する悩
み、遺言や成年後見制度などについ
て、法務局職員や司法書士などが
相談に応じます。▲

日　時　10月４日㈰
　　　　　午前10時〜午後３時▲

場　所　秋田地方法務局（秋田市）
※�相談は無料でお受けします（予約優
先）。秘密は厳守します。

「さわやか体操教室」参加者を
募集

▲

日　程　９月15日㈫〜　全８回▲

時　間　午前10時〜午前11時30分▲

講　師　舘岡陽子さん▲

場　所　馬川地区公民館▲

受講料　無料
※�毎月２回、火曜日を予定しています。
初回に予定表を配布します。
※�飲み物、タオルを持参してください。
申し込みは随時受け付けています。

「世界最大級のタンク」の見学会

　世界最大級の地中式原油タンクの大
きさを自分の目で実感してみませんか。▲

日　時　９月５日㈯
　　　　　午前９時〜午後４時▲
場　所　秋田国家石油備蓄基地

（男鹿市）▲

内　容　�基地内見学バス運行、石油備
蓄資料館見学、消防車両展
示、防災船乗船体験（先着
300人）、その他イベントな
ど

※事前の予約は必要ありません。
※�駐車場あり（数に限りがあります）。
※�サンダル・ハイヒールでのご来場は
できません。

求職者のための公共職業訓練
受講生を募集

▲

訓練期間　�11月４日㈬〜平成28年
４月28日㈭（６か月）▲

訓練時間　午前９時20分〜
午後３時40分▲

会　　場　ポリテクセンター秋田
（潟上市）▲

訓 練 科（定員）
　・金属加工科（15人）
　・住宅リフォームデザイン科（18人）▲

募集期間　９月28日㈪まで▲

受 講 料　�無料（テキスト代等は自己負担）▲

応募資格　�ハローワークに求職申込
をされた方で、新たな技
術・技能を身につけて再
就職を希望される方

※�講習内容などの詳細は、上記問い合
わせ先または同センターＨＰまで。

社会福祉協議会へ寄せられた善意

▶香典返しに代えて　
・７月31日　５万円　□□□□さん
　上樋口上　（亡き夫　□□さん）
・８月３日　３万円　□□□□さん
　富　田　　（亡き父　□□さん）
・８月10日　３万円　□□□さん
　矢場崎　　（亡き祖母　□□□さん）
・８月10日　５万円　□□□□さん
　浅見内４区（亡き母　□□□さん）

問い合わせ先：秋田県市町村
総合事務組合（☎888・0220）

問い合わせ先
五城館（☎852・5300）

問い合わせ先：国民年金
保険料専用ダイヤル（80570・011・050）

問い合わせ先
県環境と文化のむら（☎852・2202）

問い合わせ先
ポリテクセンター秋田（☎873・3178）

問い合わせ先：秋田北税務署
法人課税部門（☎845・1161）

問い合わせ先：秋田石油備蓄㈱
男鹿事業所総務課（☎0185・24・6111）

問い合わせ先
町社会福祉協議会（☎852・5192）

問い合わせ先：100キロチャレンジマラソン大会
実行委員会（☎0186・62・1811）

お問い合わせ
町総務課（☎852・5332）

16KOHO GOJOME No.974 2015.9.117 広報「ごじょうめ」974号　平成27年9月1日

申し込み・問い合わせ先
湖東３町商工会五城目事務所（☎852・3460）

問い合わせ先
秋田地方法務局総務課（☎862・1428）

申し込み・問い合わせ先
馬川地区公民館（☎855・1175）

秋の全国交通安全運動がスタートし
ます。夕暮れが早くなってくるこの時
期、歩行者や自転車の見落としによる
事故が増える時期でもあります。
ドライバーの皆さんはもちろん、歩

行者や自転車の皆さんも反射材を身に
つけるなど、交通事故防止に努めま
しょう。

８月２日交通安全を呼びかけた夏の
交通安全キャンペーン

平成27年飲酒運転等追放競争結果　15位（全県25市町村） 平成27年７月末現在

●�太巻き作り講習会

　 ▼日　　時　９月25日㈮
　　　　　　　午前10時30分〜

午後１時30分
　 ▼材 料 費　600円

　 ▼募集定員　先着10人

　 ▼申込期限　９月18日㈮

お申し込み・お問い合わせ
町教育委員会生涯学習課

（☎852・4411）



可

燃

ご

み

収　　集　　町　　内

新里町・広ケ野・希望ケ丘・田町・上田町・今町
御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・仲町・長町・米沢町・築地町・畑町・新畑町

馬場目地区・富津内地区・内川地区
大川地区全域

雀舘・昭辰町・舘町・中川原・岩城町・樋口
矢場崎・東磯ノ目・西磯ノ目・馬川地区
森山地区・ななくら（仮称）

収　集　日 曜日

収　　集　　町　　内

馬場目地区・富津内地区・内川地区

新里町・広ヶ野・希望ヶ丘・馬川地区
森山地区・大川（１区～４区以外の地区）

今町・御蔵町・小池町・川原町・仲町・長町
米沢町・雀舘・昭辰町・大川（１区～４区）

築地町・畑町・新畑町・東磯ノ目
西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称）

田町・上田町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・舘町・中川原・樋口・岩城町

ガラス類他

空きビン類

金属類他

空きカン類

不

燃

ご

み

五城目地区･馬川地区

馬場目地区･富津内地区･内川地区･大川地区･森山地区

資

源

ご

み

古紙類 新聞･雑誌類
･段ボール･紙パック

ペ ッ ト ボ ト ル資
源
ご
み

月
・
木

火
・
金

水
・
土

7日・21日（水）　（全町）

11日・15日・18日
12日・15日・19日
22日・26日・29日

12日・16日・19日
13日・16日・20日
23日・27日・30日

13日・17日・10日
14日・17日・21日
24日・28日・31日

10日（土）

24日（土）

12日（月）

13日（火）

14日（水）

8日（木）

9日（金）

26日（月）

27日（火）

28日（水）

22日（木）

23日（金）

※ このページに載せる楽しい写真を
お待ちしています。「広報ごじょ
うめ」担当まで

平成26年度環境標語コンクール最優秀受賞作品（五城目小　一関　賢人さん）

ポイ捨ては　自然を汚す　第一歩　だからやめよう　子孫に残す大自然
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◆ 
収
集
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

▼ 
10
月
12
日
㈪
体
育
の
日
は
、祝
日
で
す
が
可

燃
ご
み
の
収
集
を
行
い
ま
す
。

◆ 

次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

ご
み
袋
は
、必
ず
名
前
を
書
い
て
、午
前
８
時

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

大
量
に
ご
み
が
出
る
場
合
は
、町
の
許
可
業

者
へ
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

❶　
㈲
丸
ノ
内
サ
ー
ビ
ス
☎
８
４
５
・
７
０
９
９

❷　
加
藤
商
事
㈱　
　
　

☎
８
５
２
・
２
９
６
０

※ 

収
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

住
民
生
活
課（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）ま
で
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○ 食育の日　
○ 潟上・南秋中学
校秋季体育大会
（各会場・20日ま
で）

○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）
○ 介護予防ひまわ
り会（五城館・

13：30～）

○ わんパーク（もり
やまこども園・

9：30～）
○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）

○ 国民の休日 ○ 秋分の日

○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）
○ 恋地介護予防教
室（恋地集会所・

10：00～）

○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）
○ 介護予防ひまわ
り会（五城館・

13：30～）
○ 五城目一中職業
講話会

○ 交通事故死ゼロ
を目指す日
○ 朝市健康相談
（朝市ふれあい
館・10：00～）

●だ CM10：00
（秋田朝日放送）

○ 日曜臨時朝市
（朝市通り・

9：00～）
○ 五城目・富津内・
大川･森山地区
住民体育祭

○ 25市町村対抗
駅伝（横手市・

11：00～）

○ 町観光案内おは
なし会（朝市ふ
れあい館・

10：00～）

○ 秋のおはなし会
（町民センター・

10：00～）

○ 町議会９月定例会
（役場議場・17日
まで）

●だ C M 5：2 5
（秋田朝日放送）

○ 敬老の日
○ 秋の全国交通安
全運動（30日ま
で）

○ 敬老福祉の集い
（広域五城目体
育館・10：00～）
○ 介護予防「楽らく
生活くらぶ」（湖
東老健・

13：00～）

○ 朝市健康相談
（朝市ふれあい
館・10：00～）
○ 介護予防「楽らく
生活くらぶ」（湖
東老健・

13：00～）

○ 朝市健康相談
（朝市ふれあい
館・10：00～）
○ 介護予防「楽らく
生活くらぶ」（湖
東老健・

13：00～）
○ 人権困りごとな
んでも相談室
（朝市ふれあい
館・15：00～）

○ わんパーク（国
花苑・9：30～）
○ 介護予防「楽らく
生活くらぶ」（湖
東老健・

13：00～）
○ 交通安全呼び掛
け事業所訪問
（町内・

13：30～）

○ 畑町介護予防教
室（新おせど会
館・13：00～）
○ 五城目一中文化
祭（五城目一中・
5日まで）

○ 介護予防膝らく
教室（馬川地区
公民館・

10：00～）

○ 介護予防膝らく
教室（朝市ふれ
あい館・

13：30～）

○ もりやまウオー
ク2015（森山・

10：00～）

○ 潟上・南秋中学
校秋季体育大会
陸上競技会（元
木山陸上競技
場）

町指定のごみ袋に入らない大きなごみを収集します。
（ごみ袋に入る場合は、可燃・不燃ごみの日に出してください）
町内会の指定収集場所に、午前８時までお持ちください。

注　　意
1． これより寸法の大きいものは収集しません。

可燃ごみの場合 幅1.2ｍ、長さ2.0ｍ、高さ1.0ｍ以内
不燃ごみの場合 幅1.2ｍ、長さ1.2ｍ、高さ2.0ｍ以内

2． 処理手数料として、粗大ごみと書かれた緑色
の票せんを一品につき一枚つけてください。
 例外として、10㎏以内にまとめてよいもの。
 　 スキー板とストック（スキー靴は可燃ごみ）、ゴルフ
セット、ござ、座布団、雪べら

3．  緑色の票せんが付いていないもの、名前の書
かれていないもの、しっかりとこん包できて
いないものは収集しません。
※青色の票せんは使用できません。

4．粗大ごみの中に他のごみを入れないでください。
5．雨どい、トタン、煙突等の建築廃材は収集しません。

10月は粗大ごみを収集します

対　　象　　地　　区　（町内名） 収　集　日

富津内地区・内川地区 10月 1日㈭
馬場目地区 10月 2日㈮
大川地区 10月 5日㈪
馬川地区・森山地区 10月 6日㈫
築地町・畑町・新畑町・田町・上田町 10月15日㈭
今町・御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町・紀久栄町 10月16日㈮
新里町・広ケ野・希望ケ丘・東磯ノ目・西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称） 10月19日㈪
仲町・長町・米沢町・雀舘・昭辰町・舘町・中川原・樋口・岩城町 10月20日㈫
全町【午前９時～午後４時　町ストックヤード（小倉）】
会場で粗大ごみを直接受け付けします。　※票せんも会場で販売 10月25日㈰



あ
の
暑
さ
は
ど
こ
へ
行
っ
て
し

ま
っ
た
の
か
、す
っ
か
り
秋
の
気

配
で
す
。最
近
、町
の
歴
史
資
料

に
目
を
通
す
機
会
が
増
え
、町

の
こ
と
を
勉
強
中
で
す
。♥
秋
は

気
候
が
よ
く
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
す
る
の
に
適
し
て
い
る
そ
う

で
す
。五
城
目
の
歴
史
や
先
人
た

ち
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、勉
強

の
秋
、読
書
の
秋
な
ど
を
楽
し

み
た
い
な
あ
。 （
笹
川
久
美
） 

　

10
月
18
日
㈰
広
域
五
城
目

体
育
館
で
開
催
す
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

ど
自
慢
の
出
場
・
観
覧
の
申
し

込
み
は
さ
れ
ま
し
た
か
？
　

応
募

は
締
め
切
り
ま
し
た
が
、そ
の
数

は
と
て
も
多
い
よ
う
で
す
。こ
の

後
、出
場
選
考
、観
覧
抽
選
を
経

て
９
月
中
旬
に
結
果
が
届
く
そ

う
で
す
。万
が
一
残
念
な
お
知
ら

せ
が
届
い
て
も
、前
日
10
月
17
日

㈯
の
予
選
会
の
入
場
は
自
由
で

す
。白
熱
す
る
予
選
会
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。（
柏
　

和
順
）　
　
　

『わらしだ』とは五城目弁で、『子どもたち』の意味です
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※�「おくやみ・おたんじょうびコーナー」への掲載を希望
しない方は、届け出の際にお知らせください。

町の人口と世帯（平成27年７月末現在）

印刷には環境にやさしい大豆油型インキ
を使用しています。

□　□　□　□ちゃん	 ７月28日	 □　・　□　□　	 田　　町

おたんじょう
おめでとうございます

はじめまして

□□　□□　です
よろしくネ！

□　□　□□□さん	 95歳	 ７月 2日	 矢　場　崎
□　□　□　□さん	 84歳	 ７月 2日	 下　山　内
□　□　□□□さん	 92歳	 ７月 3日	 浅見内４区
□　□　　　□さん	 55歳	 ７月10日	 曙　　町
□　□　□□□さん	 92歳	 ７月10日	 帝　釈　寺
□　□　□　□さん	 81歳	 ７月13日	 町　　村
□　□　□□□さん	 97歳	 ７月18日	 築　地　町
□　□　　　□さん	 46歳	 ７月20日	 田　　町
□　□　□　□さん	 85歳	 ７月22日	 高　　崎
□□□　□　□さん	 91歳	 ７月26日	 広　青　苑
□　□　□□□さん	 78歳	 ７月29日	 杉　　沢
□　□　　　□さん	 90歳	 ７月29日	 川　原　町

			   前月比	 昨年比
人　口	 10,031	 （－12）	（－253）
（男）	 4,661	 （－06）	（－117）
（女）	 5,370	 （－06）	（－136）
世　帯	 4,163	 （＋07）	（－031）

「�優しい素直な子に
　　　　育ってネ♥」

パパ、ママから


